
第５章 職場環境の整備



Ⅴ-1. 労働衛生の３大管理

作業環境管理（場所）
＊快適に作業ができる環境にする。
作業管理（作業方法）
＊快適な作業ができるようにする。
健康管理

（定期健康診断）



作業環境管理
＊快適に作業ができる環境にする。
（健康障害の発現を防ぐ）
作業場所の物理的環境（温度・湿度・

気圧・照度・騒音等）や有害物質（有害ガ
ス・粉じん・有機溶剤等）の気中濃度をコ
ントロールする。

この作業環境管理を適切に行うために
は、定期的な作業環境測定が必要









化学物質を製造又は譲渡・提供する際
の容器・包装へのＧＨＳラベルの表示状
況（該当する化学物質を製造又は譲渡・
提供している事業所）

2021年度 労働安全衛生調査（事業所）結果

すべての製品に
表示している

一部の製品に表
示している

譲渡・提供先から
求めがあれば表
示をしている

全く表示をしてい
ない

労働安全衛生法第57条
に該当する化学物質

66.3 18.1 1.9 13.6

労働安全衛生法第57条
には該当しないが、危険
有害性がある化学物質

69.9 14.7 5.7 9.8

ＧＨＳラベルの表示状況



作業管理
＊快適な作業ができるようにする。
（健康障害の発現を防ぐ）
作業時間・作業量・作業方法・作業姿

勢等を管理する。
有害な物質等が作業者の体内に入ら

ないように、保護具を適切に使用する。



Ⅴ-2. 安全衛生活動の実施
４Ｓ（整理、整頓、清潔、清掃）活動

73.3％（最多）
安全パトロール 51.6％

（危険予知活動、安全提案制度、資格
取得の促進、交通災害防止対策、
健康相談、職場体操、喫煙室の設置、
全館禁煙）







ヒューマンエラーの12分類

1. 危険軽視・慣れ（このくらいは大丈夫）
2. 不注意、3. 無知・未経験・不慣れ
4. 近道・省略行動（こうした方が早いだろ
う）、5. 高齢者の心身機能低下、6. 錯覚
7. 場面行動本能（人間の本能的・反射
的な行動）、8. パニック、9. 連絡不足（コ
ミュニケーションエラー）、10. 疲労、
11. 単調作業による意識低下、
12. 集団欠陥（現場の雰囲気）



2018年11月 陸上自衛隊の砲弾が演習
場外の車を破損。
射撃分隊長：誤った方向を思い込みで
指示。
安全係：照準の値を確認しなかった。
射撃分隊長：予定時刻になったので、射
撃を指示。
安全係：砲身の方向を確認する立ち位
置が違っていた。
指揮官ら：着弾を目視できなかったが、
点検しなかった。



エラーチェーンの切断
事象1 事象２ 事象３ 事象４（不可避点）

事故

事故



ヒューマンエラーの防止方策
１）人が間違えないように人を訓練する。
２）人が間違えにくい仕組み・やりかたに
する。
３）人が間違えてもすぐ発見できるように
する。
４）人が間違えてもその影響を少なくなる
ようにする。



Ⅴ-3. ヒヤリ・ハット報告活動
職場のあんぜんサイト

災害事例:ヒヤリ・ハット事例：墜落・転落
＊トラック荷台上で
鋼材に掛けていた
シートを剥がす作
業中、雨で濡れた
鋼材の上で足が滑
り転倒しそうになった。





Ⅴ-4. リスクアセスメントの実施
労働安全衛生法の改正
⚫ リスクアセスメントの実施（努力義務）。

労働災害発生の予防的手段
1．事業者が職場にある危険性又は有害
性を特定
2．労働災害の重篤度と発生する可能性
を併せてリスクとして見積もる。
3．対策の優先度を決め、リスクの除去・
低減措置を検討する。
4．実施して結果を記録する。











リスクアセスメントの実施

機械：作業に用いる機械の危険性に関する事項
化学物質：作業に用いる化学物質の危険性・有害性に関する事項
腰痛：腰痛のおそれのある作業に関する事項
熱中症：熱中症予防に着目した暑い場所での作業に関する事項
墜落・転落：高所からの墜落・転落に関する事項
交通事故：交通事故に関する事項
2018年度 労働安全衛生基本調査結果

事業所規模 実施 機械 化学物質 腰痛 熱中症 墜落・転落 交通事故
1,000 人以上 69.8 45.3 54.4 34.4 28.7 31.2 21.5
 500 ～ 999人 66.5 42.5 45.2 27.0 22.0 25.6 25.5
 300 ～ 499人 67.3 40.3 36.4 31.2 33.3 24.6 25.2
 100 ～ 299人 51.9 30.7 23.2 23.1 27.4 19.2 20.0
  50 ～　 99人 40.5 22.8 12.5 19.1 23.3 17.6 15.8
  30 ～　 49人 32.2 18.8 8.2 12.0 18.2 12.5 14.8
  10 ～　 29人 24.5 13.4 4.6 8.3 15.0 9.3 13.3
廃棄物処理業 41.9 31.9 14.9 22.3 31.7 25.0 30.1

実施の内容（複数回答）



労働安全衛生法の改正
化学物質の使用時にリスクアセスメント

を実施する ことが義務化。
（平成28年6月1日から施行）



化学物質を取り扱う際のリスクアセスメン
トの実施状況（該当する化学物質を製造
又は譲渡・提供している事業所）

2021年度 労働安全衛生調査（事業所）結果

すべて実施
している

一部実施し
ている

全く実施し
ていない

労働安全衛生法第57条
の２に該当する化学物質

71.8 22.4 5.8

労働安全衛生法第57条
の２には該当しないが、危
険有害性がある化学物質

66.2 25.9 7.9

リスクアセスメントについて



⚫産業廃棄物処理業におけるリスクアセ
スメントマニュアル

基本的事項から各事業場で導入する
ための具体的手法等がまとめられている

（社内の安全衛生管理者または研修会
の講師育成のための資料）
⚫リスクアセスメント推進研修用資料

研修材料として活用可能。
⚫リスクアセスメントの実施支援システム

厚生労働省「職場のあんぜんサイト」に
公開されている。



⚫リスクマネージメント
＊事故対策型

不安全事象発生後に対策・対応実施
↓

＊未然防止型
リスク分析に基づいた予防策の実施。

↓
＊未来予測型

まだ発生していない事象を予想して
対策を実施。



Ⅴ-5. 大規模爆発事故
事例１：2020年7月30日 福島県郡山市
の飲食店において発生した大規模な爆
発事故(死傷者20名)（経済産業省）
①配管の腐食。
②水の影響を受けるおそれのある場所
における白管の使用。
③コンクリート面等の導電性の支持面に
直接触れている状態での白管の使用。



事例２：ベイルート港爆発事故
2020年8月4日18時頃(現地時間)

レバノンの首都ベイルート。203人が死
亡、6,500人以上が負傷、最大で30万人
が家を破壊されて住む場所を失った。

政府によって没収され過去6年間、港
に適切な安全対策がなされることなく保
管されていた約2,750トンの硝酸アンモニ
ウムと関連。

2022年8月4日、損傷したまま放置され
ていた穀物倉庫のサイロ４塔が倒壊。
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